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20年度 21年度 22年度 23年度以降

1
中学校卒業までの医療
費の無料化

国保年金課 20年度から拡充
就学前までの医療費の無料化の対象年齢を、中学校卒業まで拡大しま
す。

助成対象を拡大 子ども医療費助成事業

2 妊産婦健診の助成拡大 健康課 20年度から拡充
現在7回までの妊婦健診の無料化の回数を、14回まで拡大します。また、
歯科健診についても、産前産後1回の無料健診を、産前産後各1回に拡充
します。

助成回数を拡大
母子健康診査等事業、
母子歯科健康診査事業

3
保育園・幼稚園の第３子
無料化

保育課
学校管理課

21年度から実施
平成21年度からの保育園・幼稚園の第３子の保育料の無料化を実施しま
す。

実施に向けた課
題整理

無料化の実施 －－－

4 児童ｸﾗﾌﾞの充実
子育て支援課
生涯学習課

21年度から整備
着手

児童ｸﾗﾌﾞを学校敷地内へ順次移転整備するとともに、現行40人定員を最
大で70人定員に拡充します。
また、放課後子ども教室のﾓﾃﾞﾙ事業を実施します。事業の実施状況を踏
まえて、実施の拡大や児童ｸﾗﾌﾞとの連携方策を検討します。

児童ｸﾗﾌﾞの設計
放課後子ども教
室の試行開始

児童ｸﾗﾌﾞ建設工
事
(4ｸﾗﾌﾞ)

児童ｸﾗﾌﾞ建設工
事
(4ｸﾗﾌﾞ)

児童ｸﾗﾌﾞ施設整備事
業、放課後子どもﾌﾟﾗﾝ事
業

5
地域にｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等の
整備

障害福祉課
長寿課

20年度までに認
知症高齢者GH
整備など

市内への障害者のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ(GH)等の誘致を図るため、支援対策等を
検討します。また、認知症高齢者GHのｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設置に対し助成制度を
設けます。

障害者GH誘致支
援策検討
認知症高齢者GH
の整備(1ヵ所)

GHへのｽﾌﾟﾘﾝｸ
ﾗｰ設置助成

障害者GHの誘致
(2ヵ所)

障害者GHの誘致
(2ヵ所) 認知症高齢者ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰ

ﾑ等消防設備整備事業

6 市民館へのｴﾚﾍﾞｰﾀ設置 生涯学習課
21年度から設置
着手

2階建て市民館20館にｴﾚﾍﾞｰﾀを設置します。
※H21-H24の4年間(年間5館)で整備します。

基本設計(15館)
実施設計(5館)

ｴﾚﾍﾞｰﾀ設置工事
(5館)
実施設計(5館)

ｴﾚﾍﾞｰﾀ設置工事
(5館)
実施設計(5館)

ｴﾚﾍﾞｰﾀ設置工事
(10館)
実施設計(5館)

市民館ｴﾚﾍﾞｰﾀ設置事業

7
住宅改修助成制度の拡
充

長寿課 20年度から実施
65歳以上の高齢者のみの所得税非課税世帯に属する要介護認定を受け
ていない高齢者に対し、手すりの取り付け・段差解消等の住宅改修に係る
費用の一部を助成します。

助成制度の創設
高齢者住宅ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化
支援事業

8 心のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの推進
障害福祉課
長寿課
職員課

20年度から実施
お年寄りや体の不自由な方の適切な介助等が行える技術や知識を習得
できる講座等を開催し、相手の立場になった対応ができる人材を育成しま
す。

市職員への研修
(職員研修として
実施)

市民対象の介助
知識・技術教室
の開催

ｻｰﾋﾞｽ介助技術推進事
業、高齢者家庭介護教
室事業

9
防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ車を各地区
に配備

防災安全課 20年度から拡充
各市民ｾﾝﾀｰへの配備を行い、地域安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ隊の活動支援を行いま
す。
その後、各地区の意向を聞きながら、順次ﾊﾟﾄﾛｰﾙ車を配備します。

北部・中部・南部
に各2台配備(4台
増)

地区との調整
警察署との協議

必要に応じ、順次
配備

地域安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ車配備
事業

10
市民生活相談の充実強
化

市民協働課 20年度から拡充
急激に増加している外国人相談に対応するため相談員1名を増員するとと
もに、弁護士相談、消費生活相談等の回数を増やします。
新庁舎の整備と合わせ、市民相談ｽﾍﾟｰｽの拡充を図ります。

市民相談体制の
充実 市民相談ｽﾍﾟｰｽ

の拡充

市民相談事業、外国人
相談事業

11 青色防犯灯の導入 防災安全課 20年度から実施
刈谷駅北口駐輪場に青色防犯灯を設置し、効果・問題点等を検証しま
す。

防犯灯設置
検証と他地区へ
の設置検討

要望のある箇所
へ順次設置

青色防犯灯設置事業

年次計画（工程）

実施(予定)事業№ 項目 取組内容
期限
目標

担当課室

【やすらぎ】　 安心と安全の確保されたまちづくり
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20年度 21年度 22年度 23年度以降

12 ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰの充実 学校教育課 20年度から拡充 小学校15校のｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞを指導育成するﾘｰﾀﾞｰを配置します。
ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
2名配置

ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
3名配置

ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ充実事
業

13 消防団員の確保支援 防災安全課 20年度から実施
消防団員の処遇改善のため、一般団員等の報酬を引き上げます。また、
分団配備のﾎﾟﾝﾌﾟ車両の更新を行います。

団員報酬の引上
げ
分団車両の更新
(3台)

分団車両の更新
(3台)

分団車両の更新
(3台)

分団車両の更新
(15台)

消防団車両更新事業、
衣浦東部広域連合分担
事業(団員報酬の増額)

14
公園への防災機能の整
備

公園緑地課
21年度から整備
着手

規模の大きい公園に、災害時に一時的な避難所機能に転用可能な施設
を整備します。

調査及び実施設
計

施設整備工事
(2ヵ所)

施設整備工事
(2ヵ所)

施設整備工事
(5ヵ所)

震災対策整備事業

15 地震・水害対策の推進
防災安全課（関
係課室）

継続的に推進
地震対策ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ、雨水総合対策整備計画を見直し、今後の対策の方
針を定め、担当部署にて総合的に事業等を推進します。

災害対策関連事
業を継続的に実
施

受水槽蛇口設置事業、
ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成事業、
わが家の地震対策事
業、給水車購入事業

16
地域自主防災会への支
援

防災安全課 20年度から拡充

あいち防災ｶﾚｯｼﾞを修了者による刈谷防災ﾘｰﾀﾞｰ会の活動支援を行いま
す。
自主防災会の整備する防災用品等への補助予算額の拡大を図り、多くの
地区で整備が可能となる支援します。

防災ﾘｰﾀﾞｰ会へ
の事業委託
防災備品整備等
への支援の拡充

地区防災対策事業、一
般事務費事業(拡充分)

17
避難所施設への太陽光
発電ｼｽﾃﾑの設置

防災安全課
21年度から整備
着手

避難所に太陽光発電ｼｽﾃﾑを整備し、緊急時の電力を確保するとともに、
通常時の電気使用料を軽減し、環境保全を図ります。中学校を拠点施設
として整備します。

整備内容の検討
設計

整備工事
(中学校3校)

整備工事
(中学校3校)

順次整備を検討
太陽光発電ｼｽﾃﾑ整備
事業

18 新保健ｾﾝﾀｰの整備 健康課 22年度完成
従来の機能に加え、高齢者を含む幅広い年代層の健康増進、子育て支
援、早期療育機能等を備えた新しい保健ｾﾝﾀｰを整備します。

実施設計 建設工事 ｵｰﾌﾟﾝ 保健ｾﾝﾀｰ整備事業

19
ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ（ｳｫｰｷﾝｸﾞ
ﾛｰﾄﾞ）の整備

公園緑地課

第1期整備；22
年度着手
第2期整備；23
年度着手

逢妻川の堤防を利用し、総合運動公園から亀城公園までのｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ
を整備します。
第1期　総合運動公園～日高公園(1.9km)
第2期　日高公園～亀城公園(2.2km)

基本構想
河川協議(事前)

実施設計
河川協議(申請)
市道認定

第1期工事 第2期工事 ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ整備事業

20
刈谷豊田総合病院への
支援

健康課
21、22年度に助
成

市民病院的病院である刈谷豊田総合病院に対し、救急医療のための手
術室等の拡充を図る中央棟の整備に助成を行います。

中央棟整備補助 －－－
刈谷豊田総合病院施設
整備補助事業

21
生きがいｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの
整備（生きがいﾊﾞﾝｸ制度
等の創設）

長寿課
市民協働課
生涯学習課

22年度までに実
施

ｼﾙﾊﾞｰ世代を対象とした生きがい支援を充実するため、生きがい活動を希
望する人と支援を必要とする人との連携を図ることのできる仕組みを構築
します。

制度等の検討
先進都市等の調
査

ｼｽﾃﾑ等の構築
制度等の設計

ｼｽﾃﾑの導入、制
度の実施

※今後検討

22
ﾆｭｰﾌｧｰﾏｰｽﾞｾﾝﾀｰ事業
の充実

農政課 20年度から実施
「刈谷生きがい楽農ｾﾝﾀｰ」を開設し、生きがい農業の実習及び農産物の
加工研修などを実施します。

農業研修、農産
物加工教室の実
施

刈谷生きがい楽農ｾﾝﾀｰ
運営事業

取組内容
年次計画（工程）

【いきがい】 活気と希望のあるまちづくり

項目 担当課室
期限
目標

実施(予定)事業№

2



20年度 21年度 22年度 23年度以降

23
歩いてみたい商店街づく
り

商工課 継続的に実施
一店逸品運動、商店街事業への助成を継続するとともに、商店街と連携
を図り、店先に休憩所等を設置するなど、買い物とその街並みなどの散策
ができるような取り組みを推進します。

商店街事業への
助成

※現在の支援事業に加
え、今後検討

24
地域中小企業活性化支
援センターの強化

商工課 20年度から拡充
中小企業新開発ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事務所の機能強化を図るため、コーディネータに
よる企業の業務改善指導の拡充を図ります。また、ビジネススクールを開
催し、企業支援を図ります。

企業相談指導の
拡充
ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙの開
催

中小企業新開発ﾏﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄ事業

25
農地の有効利用と後継
者育成

農政課
土地改良事業
室

継続的に実施
農業の担い手育成のため、地域営農組織を立ち上げ、法人化の推進を図
ります。また、圃場や用排水施設等の土地改良整備を推進します。

営農組織設立
法人化検討
土地改良事業の
推進

法人化（2組織） 法人化（3組織）
営農組織法人化推進事
業、土地改良事業

26 新たな工業用地の確保
商工課
企画政策課
都市計画課

継続的に実施
将来を見据えた土地利用計画の中で、産業基盤の整備について総合的
かつ計画的に検討します。

調査検討 ※今後検討

27 少人数学級の拡充 学校教育課
継続的に実施
及び研究

県の施策及び教員配置との調整を図りながら、小学校2年生・3年生、中
学校1年生を35人以下の学級編成について研究します。

小学校2年生まで
35人学級の実施

中学校1年生での
35人学級を実施

小学校3年生での
35人学級の研究

－－－

28 少人数授業の充実 学校教育課
継続的に実施・
充実

県配置の少人数授業の教員に加え、市独自に教員を確保し、少人数授業
の充実を図ります。

小1～2国語、小1
～6算数他
中学校(各校裁
量）

H20以前に加え、
中学校1年数学・
英語の実施

状況を見ながら
充実

少人数授業充実事業

29
私立高等学校就学援助
制度の拡充

学校管理課 20年度から実施
私立高等学校等の在籍者の保護者に対する助成額を年12,000円から
18,000円に拡充します。

助成額の拡充
私立高等学校等授業料
補助事業

30 こども相談ｾﾝﾀｰの整備

学校教育課
生涯学習課
子育て支援課
保育課
学校管理課

22年度までに設
置

電話相談や対面相談、ﾒｰﾙ相談など、さまざまな相談活動が、こども相談
ｾﾝﾀｰを拠点として、学校教育課、適応指導教室、保育課、児童相談ｾﾝﾀｰ
等と連携して行われるようにします。教職員ＯＢ等をこども相談ｾﾝﾀｰに配
置し、電話相談や対面相談などを行います。

調査研究
課題整理

ｾﾝﾀｰの設置
(仮称)こどもｾﾝﾀｰ設置
事業

31 緑化基金の創設 公園緑地課
19年度に創設
21年度から活動
支援

緑化推進基金を創設、運用益を活用することにより、市民や企業などが行
う緑化活動に対する支援を行います。

緑化推進基金の
創設(実施済)
基金を活用した
推進方策の検討

基金を活用した
緑化事業の推進

緑化推進基金拠出事業
(20年3月補正予算で実
施)

32 亀城公園のﾘﾆｭｰｱﾙ
公園緑地課
文化振興課

H22年度着手
刈谷の歴史・文化に触れることのできる総合公園として、亀城公園の再整
備を行います。また、老朽化している桜の植替え等を行い、桜の名所とし
ての公園の維持を図ります。また、城址看板を設置します。

基本計画、基本
設計
用地取得など

都市計画変更手
続
実施設計

都市計画変更決
定
整備工事

亀城公園整備事業、歴
史の小径推進事業

33 街路樹の整備
再開発課
公園緑地課
道路課

継続
高須線など刈谷駅南地区の再開発の外周道路をｼﾝﾎﾞﾙ的な並木となるよ
う整備します。また、既存の街路樹の更新を計画的に進めます。

再開発地区周辺
整備
街路樹更新計画
策定

再開発地区周辺
整備
街路樹の更新

刈谷駅南地区市街地再
開発事業、高須線街路
新設改良事業、街路樹
整備事業

項目 担当課室№

【うるおい】 快適で魅力のあるまちづくり

年次計画（工程）
実施(予定)事業

期限
目標

取組内容

3



20年度 21年度 22年度 23年度以降

34 ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰの充実 環境課 21年度に設置
ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの会議室を改修し、2箇所目のﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞを知立市と共同で
開設します。

建物改修
開設準備

開設 －－－ －－－
ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ設置事業
(刈谷知立環境組合)

35 ごみ分別回収の推進 環境課
H20年度から拡
充

新たに新聞紙・雑誌等の紙類回収を実施するとともに、各地区が設置する
資源回収所の整備に対する助成制度を設け、ごみの資源化の推進を図り
ます。また、ﾏｲﾊﾞｯｸ運動を推進し、ごみ減量化に対する意識の高揚を図り
ます。

紙類回収ﾓﾃﾞﾙ実
施(1地区)
資源回収所設置
補助(3箇所)

紙類回収実施(市
内全域)
資源回収所設置
補助(19箇所)

資源回収所設置
補助(11箇所)

紙類回収事業、資源回
収所設置費補助事業、
ｵﾘｼﾞﾅﾙｴｺﾊﾞｯｸﾞﾎﾟｲﾝﾄ交
換事業

36
ごみの不法投棄防止対
策

清掃事業室 継続的に実施
不法投棄監視ｶﾒﾗの増設を行うとともに、地域との連携を強め、不法投棄
の抑止に努めます。

監視ｶﾒﾗを4台増
設し、計14台によ
る監視

監視場所の見直
しを含めた監視
体制の維持

不法投棄防止監視ｶﾒﾗ
設置事業、空き缶等ご
み散乱防止事業

37
南北縦貫道路・幹線道路
の整備

道路課 継続的に実施
南北縦貫道路の一部の市道01-40号線、市道01-4号線を重点路線として
整備を進めます。その他、高須線などの幹線道路整備を進めます。

用地取得
整備工事

道路新設改良事業（01-
40号線、01-4号線、2-
581号、2-622号線他）、
街路新設改良事業（高
須線）

38
ＪＲ刈谷駅の混雑緩和と
周辺の整備

商工課
21年度までに完
了

JR刈谷駅のﾎｰﾑに新たに階段を設置するとともに、改札口の改修を行
い、朝夕のﾗｯｼｭ時の混雑緩和を図ります。

駅舎改修設計 駅舎改修工事 －－－ －－－
JR刈谷駅駅舎改修負担
事業

39 公共施設連絡ﾊﾞｽの充実 商工課
21年度までに充
実

既存路線、停留所、運行本数などを総合的に見直し、より市民の利用しや
すい連絡バスになるよう検討します。

市民ｱﾝｹｰﾄの実
施
拡充方策の検討

拡充実施 －－－ －－－
公共施設連絡ﾊﾞｽ運行
事業

40 交差点改良と多車線化 道路課 継続的に実施
渋滞の激しい交差点を中心に、用地取得等の完了した箇所から順次右折
帯等の整備を行います。

用地取得
調査測量設計

用地取得
整備工事

用地取得
整備工事

用地取得
整備工事

交差点改良事業

41 道路整備計画の策定 道路課
継続(定期的に
見直し)

18年度に実施した交通量調査を基に、19年度に交通流動の解析と問題箇
所の抽出を行い、対応策の検討や幹線道路網計画の見直しを行いまし
た。引き続き、年次計画等を含む道路整備計画書の作成を行います。

－－－ －－－ －－－ －－－ －－－

42 刈谷駅北口広場の整備 都市計画課
21年度までに完
了

刈谷駅北口駅前広場を、市の玄関口にふさわしい整備を行います。
駅前広場工事
駐輪場建設

－－－ －－－

刈谷駅北口ｱｰﾊﾞﾝﾌｪｲｽ
事業
駐輪場整備事業(刈谷
駅北口)

43 四季を感じる公園の整備 公園緑地課
H22年度から整
備着手

公園の再整備を図り、特徴のある公園づくりを進めます。 基本構想策定 実施設計(1箇所)
整備工事(1箇所)
実施設計(1箇所)

整備工事(5箇所)
実施設計(4箇所)

公園再整備事業

44
中心市街地・密集市街地
の整備

都市計画課
再開発課
道路課

継続的に実施

密集市街地等において、地域住民主体の地域会議を設置し、自らの地域
のまちづくりの検討を進めます。また、中心市街地においては、優良建築
物等整備事業や道路整備などのﾊｰﾄﾞ事業とｿﾌﾄ事業を行い、魅力あるま
ちづくりを推進します。

検討(密集市街地
1地区)
設計・建築工事
(銀座D地区)
用地取得(2-496
号線)

建築工事(銀座D
地区)

他地区への拡大
を検討

用地取得･整備工
事(2-496号線)

密集市街地調査事業、
銀座D地区優良建築物
等整備事業、市道2-496
号線道路新設改良事業

実施(予定)事業
期限
目標

取組内容
年次計画（工程）

№ 項目 担当課室

4



20年度 21年度 22年度 23年度以降

45
青山斎園の葬祭場の整
備

市民課
H22年度までに
増築

既設の建物を改修し、小規模な葬儀等に対応できる葬祭場を増設しま
す。

増築方法の検討 実施設計 改修工事 －－－
青山斎園せい山閣改築
事業

46 地域の歴史・文化の保存 文化振興課 継続的に実施
伝統行事等の保存活動への支援をするとともに、広く市民に刈谷の歴史
や文化に親しむ環境を整備します。

伝統行事等への
支援
文化財の保存活
用

文化財ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ作成事
業、史跡めぐり開催事
業、加藤与五郎生家跡
整備事業、有形民俗文
化財修復事業など

47 歴史資料館の整備 文化振興課
24年度までに整
備完了

ｺﾝｾﾌﾟﾄ・規模・場所等を検討し、刈谷の貴重な歴史資料等を保管展示す
る歴史資料館を整備します。

検討
基本設計
実施設計

建設工事 歴史資料館建設事業

48
郷土の偉人・著名人のＰ
Ｒ

文化振興課
企画政策課

継続的に実施
地元ゆかりの偉人・著名人のﾋﾞﾃﾞｵを作成し、学校の教材として活用すると
ともに、歴史資料館などでの放映を行い、ＰＲに努めます。また、市民栄誉
賞等の創設を検討します。

資料整理
偉人伝(映像)作
成

市民栄誉賞創設

刈谷偉人伝作成事業な
ど

49 産業博物館の整備 商工課
20年度から産業
観光の開始

企業の展示館や工場を見学できる事業を企画します。また、企業等の意
見集約を図り、産業振興ｾﾝﾀｰ等への展示施設の整備を検討します。

見学ﾂｱｰの開催
展示施設検討会
議の開催

※今後検討

50 桜堤等の整備
公園緑地課
土地改良事業
室

H23年度から整
備着手

逢妻川の堤防を利用し、桜の植樹可能場所を選定し、桜堤を整備します。
また、愛知県と共同で行う明治用水中井筋整備に合わせ、用水路余剰地
を活用した水に親しめる散策路の整備を検討します。

整備箇所の選定
県と協議

実施設計 用地取得
用地取得
桜堤整備

桜堤等整備事業、明治
用水中井筋整備事業

51 ｶｷﾂﾊﾞﾀの里づくり

商工課
公園緑地課
文化振興課
土地改良事業室

道路課

継続的に実施

小堤西池ｶｷﾂﾊﾞﾀ群落の保護増殖を図るとともに、岩ケ池公園(刈谷ﾊｲｳｴ
ｲｵｱｼｽ)整備の中で、ｶｷﾂﾊﾞﾀ園を整備し、岩ケ池から洲原池周辺をｶｷﾂﾊﾞ
ﾀの里にふさわしい整備を進めます。また、ｶｷﾂﾊﾞﾀをPRできるｿﾌﾄ事業な
どを実施します。

公園の実施設計
ｶｷﾂﾊﾞﾀ群落の保
護増殖
鉄道会社ﾊｲｷﾝｸﾞ
の実施

公園の用地取得
ﾚﾝﾀｻｲｸﾙの実施
ｴﾘｱﾏｯﾌﾟの作成
など

公園の用地取得
ｶｷﾂﾊﾞﾀ園の整備
緑道整備
など

岩ケ池公園整備事業、
市道1-110号線道路新
設改良事業、国指定文
化財保護増殖事業

52 河川・池沼の浄化対策
公園緑地課
下水道管理課
下水道建設課

継続的に実施
岩ケ池の水質浄化対策を研究し、必要な対策に取り組みます。
河川等の水質浄化については、下水道の普及率と接続率の向上に取り組
み、生活廃水の河川への流入を抑制します。

基本設計(岩ケ
池)

下水道整備

詳細設計(岩ケ
池)

実施（岩ケ池) 岩ケ池公園整備事業、
公共下水道整備事業な
ど

53
河川敷等を利用したｽ
ﾎﾟｰﾂ施設の整備

ｽﾎﾟｰﾂ課
22年度から整備
着手

亀城公園付近の逢妻川河川敷を利用し、ｽﾎﾟｰﾂ施設(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ等)を整備し
ます。

基本設計 実施設計
第1期整備工事
(16,900㎡)

第2～4期整備工
事
(45,900㎡)

(仮称)逢妻川河川敷運
動広場整備事業

54
生涯学習施設の活用と
連携の強化

生涯学習課
文化振興課
ｽﾎﾟｰﾂ課

継続的に実施

生涯学習ｾﾝﾀｰ、社会教育ｾﾝﾀｰ、市民ｾﾝﾀｰで実施する講座を、分野やﾚ
ﾍﾞﾙにより体系化し、市民のﾆｰｽﾞに対応します。また、ｳｨﾝｸﾞｱﾘｰﾅ刈谷や
刈谷駅南地区の市民ﾎｰﾙを中心に、各種大会、演奏会等を誘致し、質の
高い文化・ｽﾎﾟｰﾂに親しむ環境を整備します。

多様な事業の実
施と連携

市民大学講座開催事
業、国際芸術祭公演実
施事業、全国ﾚﾍﾞﾙのｽ
ﾎﾟｰﾂ大会開催補助事業
など

年次計画（工程）
実施(予定)事業

【いろどり】 歴史と文化を大切にしたまちづくり

項目 担当課室
期限
目標

取組内容№

5



20年度 21年度 22年度 23年度以降

55
民間活力を利用した講
座・事業の充実

生涯学習課
文化振興課

継続的に実施

刈谷駅南地区に整備中の市民ﾎｰﾙ・生涯学習ｾﾝﾀｰをはじめ、北部及び
南部の生涯学習ｾﾝﾀｰにおいて、指定管理者制度の導入や講座の民間委
託等を進めます。また、刈谷駅南地区の生涯学習ｾﾝﾀｰでは高等教育機
関である大学と連携した講座を開催します。

講座等の民間委
託(北部生涯学習
ｾﾝﾀｰ)

講座等の民間委
託((仮)中央生涯
学習ｾﾝﾀｰ、南部
生涯学習ｾﾝﾀｰ)

北部生涯学習ｾﾝﾀｰ市
民講座開設事業

56
万博ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟ事業の継
承

市民協働課 継続的に実施
ｶﾅﾀﾞとのｽﾎﾟｰﾂ交流、ｲﾝﾄﾞとの文化交流などを通じて、国際交流を推進し
ます。

ｽﾎﾟｰﾂ交流、文化
交流など

ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟ継承事業

57 国際交流への活動支援 市民協働課 継続的に実施
姉妹都市であるﾐｻｻｶﾞ市や諸外国との国際交流を充実します。在住外国
人との共生を推進するため、国際交流協会への支援を充実します。

国際交流の充実
在住外国人との
共生支援など

基本方針等の策
定

国際交流振興事業

58
地域間(他自治体間)交
流の推進

企画政策課
（関係各課）

継続的に実施
周辺市町と連携をし各種施策を推進します。
また、ゆかりのある都市との交流や農山村交流事業などを検討します。

交流・連携等の
検討

交流・連携事業
等の実施

※今後検討

59
自治基本条例・市民協働
条例の制定

企画政策課
市民協働課

22年度までに制
定

第7次総合計画を策定する中で、本市が掲げる都市像の実現のため、市
民、行政などが共にまちづくりの担う権利や責務等を掲げた自治体の基
本理念となる自治基本条例を制定します。また、自治基本条例に先行し、
市民協働を推進する理念を掲げる市民協働推進条例を制定します。

市民協働推進条
例制定
第7次総合計画
策定

自治基本条例制
定

－－－
市民協働推進事業、ま
ちづくりﾅﾋﾞ構築事業

60
市民活動支援基金の創
設

市民協働課
21年度までに創
設

市民活動支援のための財政支援制度を創設し、市民活動に対して助成を
行います。

検討
財政支援制度創
設

活動支援 ※今後検討

61 自治会への支援の充実
市民協働課
防災安全課

継続的に実施
自治会活動ﾏﾆｭｱﾙを作成するとともに、自主防災会や防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ隊など
への支援の充実を図ります。また、地域行政の課題を整理し、自治会活
動との調和を図り、地域行政のあり方を見直します。

支援施策の拡充

活動ﾏﾆｭｱﾙの検
討

活動ﾏﾆｭｱﾙの作
成

地域行政の見直
しなど

地域安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ車配備
事業、資源回収所設置
費補助事業など

62 市民交流ｾﾝﾀｰの整備 市民協働課
23年度までに整
備

市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援、国際交流支援などの機能を持った施設を整備し
ます。

調査研究 整備工事
(仮称)市民交流ｾﾝﾀｰ整
備事業

63 職員の意識改革
企画政策課
職員課
財務課

継続的に実施
現在取り組みを進めている行政経営改革を継続的に推進し、顧客主義・
成果主義等を重視した市役所づくりを目指します。
また、職員研修を充実し、専門知識や接遇等の能力を向上を図ります。

行政経営改革の
定着
研修の充実など

－－－

64
子育てや健康を重視した
組織機構の改革

企画政策課
職員課

20年度及び21
年度で実施

20年度には、子育て支援等を推進する次世代育成部と市民活動を推進す
るための市民活動部を新設し、施策の推進を図ります。
また、市民にわかりやすい組織となるため、引き続き検討を行います。

次世代育成部、
市民活動部の設
置

組織機構の見直
し

－－－ －－－ －－－

65 入札制度の改革 契約検査室 継続的に実施
競争性を高めるため、電子入札の拡充や総合評価落札方式の導入を進
めます。

電子入札の拡充
総合評価落札方
式の一部導入

電子入札の拡充
｢その他委託業務
の一部｣に一般競
争入札を導入

逐次制度の見直
し

－－－

年次計画（工程）
実施(予定)事業№

【しんらい】 政策を支える改革

項目 担当課室
期限
目標

取組内容

6



20年度 21年度 22年度 23年度以降

66 行政評価委員会の設置 企画政策課
22年度までに設
置

第7次総合計画の策定の中で、施策の達成状況等の進行管理手法の検
討と合わせ、行政運営の外部評価を担う(仮称)行政評価委員会の設置を
検討します。

調査検討
(仮称)行政評価
委員会設置

まちづくりﾅﾋﾞ構築事業

67 情報公開の推進
行政課
企画政策課

継続的に実施

新庁舎の整備と合わせ、市政情報ｺｰﾅｰを充実します。
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの充実を図り、より多くの行政情報を提供できるように努めま
す。また、ｷｬｯﾁﾈｯﾄﾜｰｸのｹｰﾌﾞﾙ網により、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送を活用し、ﾃﾚﾋﾞでの
行政情報の提供を行います。

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ充実
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送での
行政情報の提供
職員研修

情報ｺｰﾅｰ充実

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ情報発信事
業、庁舎建設事業など

68
広域行政圏での取り組
みの強化

企画政策課
（関係各課）

継続的に実施
衣浦東部広域行政圏計画の改訂を行い、将来を見据え共同で取り組む施
策等を位置づけ、広域的な取り組みを強化します。

広域行政圏計画
の策定

共同事業の取組
みの検討

広域行政推進事業

69 市町村合併の調査研究 企画政策課 継続的に実施
道州制や地方分権等の国の動向を注視しながら、この地域のあり方を検
討します。

調査研究 －－－

70
境川・猿渡川水系雨水総
合対策の連携

雨水対策課
下水道管理課
下水道建設課
土地改良事業
室

継続的に実施
境川流域(境川、逢妻川、猿渡川)の関連市町が協力して、雨水対策に取
り組みます。流域水害対策計画を策定し、関係市町が連携しながら雨水
対策事業を推進します。

流域水害対策計
画の策定

対策実施(河川改
修、貯留施設整
備など)

－－－

71 広域道路整備の連携 道路課 継続的に実施

広域幹線道路等の整備を推進するため、関係市町が協力して国道・県道
の整備の推進を要望していきます。
市道の整備については、事業開始等の連携を図り、広域交通網の整備を
推進します。

定期的な連携会
議の開催
共同での国・県要
望活動

－－－

№
年次計画（工程）

実施(予定)事業項目 担当課室
期限
目標

取組内容
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